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1. はじめに(自己紹介)
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自己紹介

出身：愛知県 豊田市

経歴：
➢ 自動車部品メーカーにて原価管理・原価企画に従事

２年間、北米現地法人へ出向し、北米エリアの原価企画活動を推進
• プロジェクト原価企画の推進
• 主にステアリングシステム、駆動コンポーネントの目標原価設定

➢ 自動車メーカーにて原価企画・目標原価設定に従事
• 主にシャシーや内装コンポーネントの目標原価設定、ベンチマーキング

➢ 現職シーメンスにて、見積もりソリューションの技術営業を担当
• 日本市場におけるビジネス開発
• 製造業のお客様向けにソリューションの提案
• ときどきプロジェクトにも投入
• ときどき社内外のセミナーで講演

趣味：キャンプ(に連れていかれる)

購買ネットワーク会への参加は３回目です！！！
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2.コストエンジニアリング観点での見積分析
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Value Analysis ≒ Value Engineering ≒ Cost Engineering?

コストエンジニアリングの定義
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Value Analysis: 1947年にGeneral ElectricのLawrence D. Milesが開発した。使用する材料の特性、
機能や加工技術，設計方法などをさまざまな角度から分析，検討して，コストの低下を
はかること。

Value Engineering: 米国国防総省が1954年にVAを製品の開発、設計段階まで発展させValue
Engineeringと命名。製品やサービスの「価値」を、それが果たすべき
「機能」と、そのためにかける「コスト」との関係で把握し、
システム化された手順によって「価値」の向上をはかる手法。

※VEはVAから発展したものとして同意として扱われることが多い
※トヨタ自動車では、VEは量産前、VAは量産後への適用として時期を区別している。

コストエンジニアリングの定義
Value AnalysisとValue Engineering

機能 (F)

コスト (C)
=価値(V)

出典：ブリタニカ国際百科事典
日本バリュー・エンジニアリング協会HP
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Cost Engineering: 1950年代に始まったエンジニアリングの分野。1956年にはAACE
International (Association for the Advancement of Cost Engineering)
が、West Virginia州に設立された。2006年にはコストエンジニアリングの技術や
知識をまとめたTotal Cost Management (TCM) Frameworkを公表した。
コストエンジニアリングに関する資格についても統括している。

→特に製造業においては、設計仕様・製造工程・経済条件等に基づき、
コストを設計し実現する科学的技術

コストエンジニアリングの定義

Cost Engineering is the application of scientific principles and 
techniques to problems of estimation; cost control; business planning 
and management science; profitability analysis; project management;
and planning and scheduling.

コストエンジニアリングは、原価管理、事業計画および経営科学、収益性分析、
プロジェクト管理、計画やスケジューリングといった見積もりの問題に対する科学的原理と
技術の適用である。

出典：AACE International HPをもとに作成
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コストドライバーの例
原材料費のコスト構成

原材料費

投入重量

材料

単価

物質

市況

サプライヤ

自社の購買量

スクラップ

重量

材料

単価

スクラップ

材料単価

完成品

重量

物質(比重)

製品形状

…

リサイクル

材料

エキストラ

廃棄

ベース価格

規格エキストラ

加工エキストラ

寸法公差

エキストラ

…
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コストドライバーの例
加工費(製造費)のコスト構成

加工費

直接

労務費

設備

償却費

段替え費

治工具費

製造経費

製造

スクラップ

製造技術

製品仕様

サプライヤ

製造工程

生産数量

…

加工物長さ

送り速度

主軸回転数

...

製造者資格

生産国・拠点

…

外段取り

内段取り

製造前調整

製造中スクラップ

労務費レート

サイクル

タイム

稼働率

作業工数

手作業時間

歩行時間

製造工程２

製造工程１

製造工程３

製造工程n

設備仕様

材料条件

生産数量

ボトルネック

…

加工条件
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コストエンジニアリングアプローチによるベネフィット
サプライヤー交渉の事例

円 円 円
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コストエンジニアリングアプローチによるベネフィット
サプライヤー交渉の事例

円 円 円
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コストエンジニアリングアプローチによるベネフィット
Webastoの事例

コスト構造の透明化や理解がどのように交渉に影響を与えるか？

価格目標をもとに交渉 データをもとに交渉

• 感情的

• 透明性がない

• 信頼の欠如

• 変更管理が困難

• デザインtoコストを

サポートできない

• VA/VEのアイディア確認が困難

• 非感情的

• 透明性がある

• 信頼の構築

• 変更管理が容易

• デザインtoコストのアイディア創出

• VA/VEを起点とする
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コストエンジニアリングアプローチによるベネフィット

4. 対サプライヤーに対するコストコミュニケーションの円滑化
• 事実をベースとしたコスト交渉の実現（価格ベースではない）
• 適切なサプライヤー見積明細書の設定や運用
• ソーシング活動の効率化

1と2が実現できるようになると・・・

標準コストモデル設定や、個々の
部品やサービスに対する目標原価
の設定が可能となる

3と4が実現できるようになると・・・

全社的なコスト改善活動の強化や
会社競争力の向上に寄与、サプラ
イヤー交渉を効果的・効率的に進
めることが可能となる

2. コスト構造・決定要因の標準化
• 新規部品への見積もりベースラインとなる
• サプライヤー査定における自社の基準を持つことができる
• 見積もりノウハウが個人ではなく会社資産となる

1. 製品・サービスのコスト構造・決定要因の可視化
• コスト削減のための優先順位付けが可能となる
• 見積もり経験のない部品・サービスに対しても見積もりアプローチを決定できる
• VA/VEに対するアイディアの創出が可能となる

3. 社内関連部門に対するコストコミュニケーションの円滑化
• クロスファンクショナル活動におけるコスト状況の共有(現法含む)
• 設計や関連部門へのVE着眼点の提供
• 目標原価とのギャップ分析・対策立案・報告
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コストエンジニアリングの取り組み例
BMW AG

出典：BMW Group Investor Factbook, July 2016

コスト分析が透明性をもたらす 戦略的手段

コスト構成要素とコストドライバーのより良い理解

購買戦略や交渉に対するインプットの創出

ベストコストアプローチの実施のための手段の定義

コスト分析は、購買におけるコスト最適化手段のスターティングポイント
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ダイムラーにおいて個別のコスト要素がどのよ
うに部品計算を形成・積み上げているかを
定義するコスト計算手法。

計算手法やコスト構成が標準化されて管
理されている。

サプライヤの部品見積もり詳細を確認する
ことができる。

*DC-Calc = Daimler Chrysler Calculation 上記はDaimler Chrysler当時の資料

コストエンジニアリングの取り組み例
ダイムラー AG (1/2)

出典：ダイムラーHP

材料費

加工費

マークアップ

梱包費

輸送費

償却費 – 金型&治工具

マークアップ、梱包費、輸送費、償却費

製造原価

合計販売価格
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分析ツールを備えた中央データベース。コスト
構成要素を保持して計算データを蓄積できる
ため、コスト削減アイディアの発掘、競争力分
析、ベンチマーキングへの活用に優れている。

全てのコスト要素をリストし、構成を定義するコスト
明細管理システム。ソーシング時に標準化されたコ
スト情報をサプライヤへリクエストする。グローバル
ソーシングプロセスのシンプル化にも貢献。

コストエンジニアリングの取り組み例
ダイムラー AG (2/2)

出典：ダイムラーHP

Taco = Transparency Analysis and 
Cost Optimization tool

PBD = Price BreakDown
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コストエンジニアリングの取り組み例
SIEMENS AGのコスト&バリューエンジニアリング活動

出典: Siemens AG, Q2 FY2017 Analyst Call
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Cost Knowledge Management Lead (CKM)

職務概要
購買、ファイナンス、設計と協業しながらグローバルコストナレッジ管理活動を推進。製造プロセス、
コストモデリング、見積もり、分析ツールに関する深い理解を必要とする。フォーカスする領域は下記。

・製品コスト管理

・サプライヤーコスト構造の理解と分析

・材料費、労務費費、マシンといったグローバル見積もり標準の開発、維持、統制

・業務プロセスの全社的な統合

・業務プロセスの開発と実装、コストナレッジ管理に関するトレーニングの実施

職務内容
・サプライヤーデータ収集方法、見積標準、コストモデルの分析、承認、統制

・バイヤー、バリューチェーンエンジニア、コストエンジニアといった
重要なステークホルダーに対するコーチングと開発

・製造プロセスのナレッジ、コストモデル開発、データ分析をリードする
テクニカル・ビジネスエキスパートの育成

コストエンジニアの職務内容
General Motorsの例

出典: General Motors HP
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コストエンジニアの職務内容
Mazdaの例

出典: Mazda HP
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3.見積もりソリューション最前線
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日本の課題とは何か？

出典：日本生産性本部 労働生産性の国際比較 2018
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次世代ものづくり「インダストリー4.0」

デジタル

エンタープライズ

の実現
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デジタルエンタープライズを実現するためのデジタルツインコンセプト

Digital Twin

Product

Digital Twin

Production

Digital Twin

Cost

Additional Cost Transparency

Digital Twin

Performance

物理空間とサイバー空間をリアルタイムにつなぎ、サイバー空間に物理世界(デジタルツインモデル)を表現する。

デジタルツインによるシミュレーションを行うことで、開発リードタイムの削減、試作レスの実現、品質向上、上流に対するフィードバック改善を促す。
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コスティングソリューション – 現状と将来的なポテンシャル

出典：Deloitte Thriving in uncertainty in the age of digital disruption

従来型のコスティングソリューションに対して、近年市場にリリースされているデジタルコストソリューションは、成熟度は低いが、

大きなコスト削減効果が期待でき、また効果を享受できるまでの時間が短い。

成熟度

コスト削減ポテンシャル

効果の享受に

要する時間

伝統的コスト管理：コストカテゴリ・プロセス

組織的コスト管理：運用モデル・ガバナンス

先進/次世代コスト管理：デジタルコスト

ソリューション
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• そもそも自分たちの課題ってなんだっけ？

• ありたい姿・目指すゴールはなんだっけ？

• ギャップに対して、何を改善しなければならないの？その優先順位は？

• そのためにどのようなソリューションが活用できるのか？

• ソリューション導入にはどんな費用や労力が必要なの？
e.g. サブスクリプションモデルによる初期投資削減、資産ではなく経費計上が可能に

クラウド技術の進展により、導入ハードルが下がった

• そのソリューションを導入したらどんな効果が出るの？

• 誰がこの活動を推進するの？

ソリューション選定の着眼点



Unrestricted © Siemens AG 2019

Page 28 Siemens Digital Industries Software 

General Motorsのコスト見積もりにおける課題

出典：Automotive & Vehicle Cost Engineering 2018

コストモデルや見積手法の標準化が制限されている

見積もりに必要なインプットを含

む情報のサイロ化が組織に渡り

広がっている

見積もりの中央ストレージがない

様々なネットワークドライブや個人

ハードドライブに見積もりが蓄積

個人や地域の見積もりナレッジを

ツールやアプリケーションへ移行が

制限されている

部品コストと金型コストの見積も

りが２つの異なるシステムで実行

されている



Unrestricted © Siemens AG 2019

Page 29 Siemens Digital Industries Software 

General Motorsが求めるコスティングソリューションに対する要件

出典：Automotive & Vehicle Cost Engineering 2018

• 部品コストと金型コストの統合管理

• グローバルで部門におけるコストの可視化

• ライフサイクルを通じてのコストのトレーサビリティ

• システマチックで組織化されたナレッジ管理

• 標準化されたマスターデータ、コアコストモデル、

金型プロファイル

• 構造化されたDB、直感的な検索機能

• GM要件に適合し、GMコスト標準を統合することが設定

により可能

• 統合されたコスティングサポートやシナリオシミュレーション

• 柔軟なレポート機能

• エクセル排除ではなく、エクセルツールや見積もりが見積

もりソフトウェアに蓄積可能

• 設計と購買の意思疎通を向上させるシステム統合

ワングローバル見積もりプラットフォーム

共通グローバルデータベース

フレキシブルなシステム

他のシステムとの統合
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見積アプローチによる分類

詳細コスト
積み上げ計算

仕様差
見積もり

自動見積もり
(テンプレート計算)

回帰分析 AI

主な目的
コスト構造分析
サプライヤー交渉

基準品に対する
変動管理

クイックシミュレーション
デザインtoコスト

プライス
ベンチマーク

分類・予測・
生成・制御

見積精度
ー

工数
ー

インプット情報 ・コストモデル
(コストテーブル)

・コストドライバー

・基準品価格
・仕様差

・3Dデータ
・計算テンプレート
・生産条件

・実績購入価格データ
・コストドライバー
(1種類または複数)

・構造化データ
・非構造化データ
・...

主なソリュー
ション

・Excel
・内製システム
・Teamcenter PCM
・Cleansheet

・Excel
・内製システム

・aPriori (部品&金型) ・Excel
・BIツール(タブロー)

・eBuyerBrains AIオ
プション
・Meister SRM™ 調
達AIオプション
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見積もりソリューションが目指すビジョン

見積もりソリューションは、それぞれが開発方向性、ビジョン、ミッションステートメントなどを持っているので、

それら内容を正しく理解し、自社における解決したい課題や目指す方向性にマッチしているかを確認する。
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PCMの主な見積もりサポート機能

製品コスト構造を可視化 様々なコストシミュレーション機能

プロジェクト収益計算

3Dデータを活用したコスト見積もり

シーメンス提供DB

サイクルタイム計算機

材料計算機

損益表(P&L)

キャッシュフロー計算

見積回答明細のDB化

PCM

Ve rsio n

Lan gu age

Suppl i er Project

Contact person Part number

E-Mai l Part name

Telephone Quotation date

Premises

JPY /unit JPY /unit JPY /unit

1 Direct material costs Raw materials Purchased parts

2 Material overhead

5 Material costs (1+2+3+4) 3  Material scrap 4  Interest material <-- f i l l  i n

6 Direct labor

7 Manufacturing costs/machine costs Setup costs / Costs

8 Manufacturing overhead

11 Manufacturing costs (6+7+8+9+10) 9  Manuf. scrap 10  Int. Work in prog. <-- f i l l  i n

Specific

12 Production costs (5+11)

13 Sales and general administration costs f i l l  i n -->

14 Research and development costs f i l l  i n -->

15 Other costs Explanation: f i l l  i n -->

16 Tools and devices allocated JPY

17 Tota l  costs (12+13+14+15+16)

18 Profit f i l l  i n -->

Special agreements 19 Terms of payment f i l l  i n -->

20 Transport, duties f i l l  i n -->

21 Quotation price (1) (17+18+19+20)

22 Specific development costs allocated JPY f i l l  i n -->

23 Quotation price (2) (21+22)

One-time and ins ta lment payments

24 Tools and devices Total JPY rest allocated in 16

25 Specific development costs f i l l  i n --> Total JPY rest allocated in 22 f i l l  i n -->

Field

mandatory

optional

calculated

12,000,000

0

0.00

0.00

0.00

1,985.00

0.0%

0.0%

5.0%

50.00

1,900.00

85.00

0.00

Purchased p.Raw material

5.0% 5.0% 5.0%

1,985.00

0.00

0.00

70.5%

0.0%

100.0%

0

12,000,000

0

0

Manuf.

1Manufacturing  l ots

0.0%

0.0%

0.0%

450.00

63.0%

7.6%

0.00

1,250.00

150.00

93.2%

0.0%

0.0%

0.00

4.3%

0.00

0.00

0.00

Japan

JPY

pcs

Production s i te

Quotation currency

Quotation uni t

450.00

22.7%

2.5%

1,400.00

1,850.00

0.00

0.00

0.0%

95.7%

70,000

Company logo
English

Cost Break Down (CBD)

0.00

Summary

12345678

Shaft

0.0%0.0%

%

2 . 1

2018/9/20

Project time (years )

Fraction

22.7%

Supplier A

Annual  quanti ty

8 300.00

RFQ回答書
エクスポート

仕入先回答
見積回答書
インポート

Ve rsio n

Lan gu age

Suppl i er Project

Contact person Part number

E-Mai l Part name

Telephone Quotation date

Premises

JPY /unit JPY /unit JPY /unit

1 Direct material costs Raw materials Purchased parts

2 Material overhead

5 Material costs (1+2+3+4) 3  Material scrap 4  Interest material <-- f i l l  i n

6 Direct labor

7 Manufacturing costs/machine costs Setup costs / Costs

8 Manufacturing overhead

11 Manufacturing costs (6+7+8+9+10) 9  Manuf. scrap 10  Int. Work in prog. <-- f i l l  i n

Specific

12 Production costs (5+11)

13 Sales and general administration costs f i l l  i n -->

14 Research and development costs f i l l  i n -->

15 Other costs Explanation: f i l l  i n -->

16 Tools and devices allocated JPY

17 Tota l  costs (12+13+14+15+16)

18 Profit f i l l  i n -->

Special agreements 19 Terms of payment f i l l  i n -->

20 Transport, duties f i l l  i n -->

21 Quotation price (1) (17+18+19+20)

22 Specific development costs allocated JPY f i l l  i n -->

23 Quotation price (2) (21+22)

One-time and ins ta lment payments

24 Tools and devices Total JPY rest allocated in 16

25 Specific development costs f i l l  i n --> Total JPY rest allocated in 22 f i l l  i n -->

Field

mandatory

optional

calculated

12,000,000

0

0.00

0.00

0.00

1,985.00

0.0%

0.0%

5.0%

50.00

1,900.00

85.00

0.00

Purchased p.Raw material

5.0% 5.0% 5.0%

1,985.00

0.00

0.00

70.5%

0.0%

100.0%

0

12,000,000

0

0

Manuf.

1Manufacturing  l ots

0.0%

0.0%

0.0%

450.00

63.0%

7.6%

0.00

1,250.00

150.00

93.2%

0.0%

0.0%

0.00

4.3%

0.00

0.00

0.00

Japan

JPY

pcs

Production s i te

Quotation currency

Quotation uni t

450.00

22.7%

2.5%

1,400.00

1,850.00

0.00

0.00

0.0%

95.7%

70,000

Company logo
English

Cost Break Down (CBD)

0.00

Summary

12345678

Shaft

0.0%0.0%

%

2 . 1

2018/9/20

Project time (years )

Fraction

22.7%

Supplier A

Annual  quanti ty

8 300.00

顧客RFQ回答書

Demo1/Demo1.mp4
../../49 Honda/20180108 PCM 1st presentation for IT/PCM Video/Scenario3.mp4
PCM Video/Scenario2.mp4
CBD3/CBD3.mp4
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日本ユニシス – eBuyerBrains コスト査定AIオプション

「コスト査定AIオプション」は、部品単価決定やサプライヤー選定をAIが支
援するもので、システム内に蓄積された過去の類似部品データをもとに予
測価格を導くだけでなく、サプライヤーから取得した見積もりと予測価格を
比較して、コスト削減要素を特定する機能です。

主な機能
• 予測価格を自動で算出

部品スペックや使用情報など複数の項目を多軸で分析し、予測価
格を算出します。

• 予測価格とサプライヤーの見積もりとの差異を分析
サプライヤーから取得した見積もりの価格と、コスト査定AIオプション
が算出した予測価格の差異の原因を分析します。

• 予測モデルのチューニング
日々蓄積・更新されるデータをもとに、予測価格の精度を維持／向
上を図るための各種設定機能を有し、予測モデルの陳腐化を防ぎま
す。

出典：日本ユニシスHP



Page 36 © 2019 Masatoshi Fukatsu 

東芝デジタルソリューションズ – Meister SRM™ 調達AIオプション

「調達AIオプション」は、分析データベースのデータをAI（東芝アナリ
ティクスAI「SATLYS™」）で分析することで、早期に課題を発見し対
策を講じることができるオプション機能です。

これまでに取得した見積評価データや市況情報の機械学習により予
測値を算出し、その予測値と見積回答金額の差額を可視化すること
でコスト査定すべき見積データへの気づきを促します。

「調達AIオプション」の特長
• 見積内訳の項目を詳細に設定でき、運用の変化にも柔軟に追

従することにより分析精度を向上

• 見積情報だけでなく、サプライヤ情報全般（調査データやサプライ
チェーンデータなど）も合わせて分析可能

• 案件ごとの見積精査だけでなく、調達コストやサプライヤの分析な
ど戦略調達に活用する機能を提供

• 調達業務に特化したAIモデルのテンプレート化により導入期間を
短縮

出典：東芝デジタルソリューションズHP
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コストエンジニアリング領域へのAIの適用

近い将来こんなことができるようになる・・・かもしれません。

• 汎用部品の型式・価格情報をAIがデータ収集・処理を行い、推奨置き換え品を提案。

• 見積初心者が見積もり作業を行う時に、AIが次の作業・アクションを作業者別に予測しナビゲーション。

• 新規部品の見積もり時に、対象型番や形状データから、類似形状部品を表示したり、そのコスト一覧を表示。

• AIが内外製検討シナリオを自動シミュレーションし、最適な生産拠点やサプライヤーを示唆

• コストエンジニアが整備している標準コストモデルをAIが自動生成。

• …
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本日のまとめ － コストエンジニアリング観点での見積分析

2. コストを設計するためには、構成費目だけではなくコストを決定する要因
(コストドライバー)までコスト構造を分解し、可視化することが重要である。

1. コストエンジニアリングとは、コストを設計し実現する科学的技術である。

3. コスト構造が標準化されることで、コミュニケーションが改善し、組織的な
アプローチや社内外との協業が可能となる。
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本日のまとめ －見積もりソリューション最前線

1. デジタライゼーションの進展や、様々なソリューションが統合管理されることで、
従来の見積もりアプローチに対して、新たな付加価値が与えられる時代となった。

2. ソリューションありきの検討ではなく、現状の課題(AsIs)やありたい姿(ToBe)
を描くことが、ソリューション導入における出発点となる。

3. 各見積もりソリューションが狙う、ターゲット業務ケース・機能特性を理解した上で、
自社に適合するソリューションを選定する。
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ご清聴ありがとうございました。
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Q&A


